
円

円

％

回

単
位
あ
た
り
コ
ス
ト

単位あたり区単コスト（a/ｇ）

単位の定義

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

実績数値（g）

　平成２４年度から平成２５年度にかけての実績増については、平成２４年度に東京都が発表した被害想定で、避難所生活者が減
少したことに伴う増である。

基本情報

事業の目的
　災害時に、避難者の生命を守るため、食料・水・毛布等の生活必需品を確保し、その物資を迅速かつ的確に避難者へ供
給する。

項目 単位

食

単位

100

コスト内訳（決算）

実績の
評価・
分析

1

23年度 24年度

地域振興部

防災課

職員人件費（c）

25年度

目標・
実績

実績情報

かつしかＦＭ緊急割込放送機器入替経費負担金

にいじゅくみらい公園マンホールトイレテント購入等

各地区センターへの非常用ＬＥＤ設置委託等

災害対策車自賠責保険

備蓄品運搬費、郵送料

ビスケット、アルファ米、保存水の購入等

3,990

―

目
標

26年度

備蓄食数／備蓄目標
※462,450食(備蓄目標)
＝130,630人(避難所生活
者数)×3食＋70,560人
(帰宅困難者数)×1食

指標の根拠 区分

備品費
77.29

目標

実績

事
業
費

千円

千円 1,691 10,539

81

千円 0 37

2

一般財源（a） 千円

千円 8,627 11,620

保険料

委託料

消耗品費 千円 30,763 46,715

0

41,083 72,982

45,112 77,622

0 0その他 千円

区分

間接費（d） 千円

直接事業費（b）

収
入

特
定
財
源

国庫支出金 0

0

コストの主な内訳

事業名 災害対策本部装備品・備蓄品
担当部
担当課

千円

概要

目標 108,720
食

単位

目標 7

23年度

箇所―

26年度

7

105,780 184,550

実績 165,580 105,780 168,420
―

7
6

実績 7 7 7

活動指標

指標

備蓄食糧充足率

医療資器材等配備品の点
検及び医療救護訓練の開
催回数

指標

平成26年度　行政評価委員会評価表

指標の根拠 24年度 25年度

　区民、事業所は、自助として最低限３日分、できれば７日分の備蓄を行い、区及び都は、それを補完するための公的備蓄
を行う。さらに、物資等の調達、備蓄倉庫・広域輸送基地、車両等輸送手段の確保及び円滑な搬送の実施体制等の整備
について取り組みを行う。

千円 0

0.51

方向性

成果指標

項目 単位
0

都道府県支出金

100

金利

退職給与引当

4,640

千円

人

0

0.00

0

4,029

740

146,640

通信運搬費

負担金

再雇用職員

3,900

0.50

4,029

千円

千円

調整額（e）

備蓄食糧年間買い替え数

医療資器材の年間詰替箇
所数

千円

人件費
千円

人

（控）コスト対象外

千円

千円

減価償却費

0

475千円

0

408

0

0 0

0

408

475

0

0.20

25年度

トータルコスト（f）

人
件
費
等

千円 45,520 78,097

備蓄食糧年間買い替え数

コ
ス
ト
増
減
の

主
な
理
由

　平成２５年度は、区内区立小中学校の児童・生徒と教
職員分の備蓄品を購入した。
　①児童・生徒…ビスケット１日１食分
　　　　　　　　飲料水１日１?
　②教職員分　…ビスケット１日２食分を３日分
　　　　　　　　アルファ米１日１食分を３日分
　　　　　　　　飲料水　　１日３?を３日分

105,780 168,420

426 461

430 464

24年度

活動内容

①区と都の備蓄の分担に基づいて、区は、１日分を目標に約50万食のビスケット、アルファ米を学校等の避難所に分散備
蓄している。調整粉乳は、区が３日分を目標として備蓄している。同様に、生活必需品も学校等の避難所に分散備蓄をして
いる。
②食料、生活必需品の確保を行うため、備蓄に加えて事業者と食料及び生活必需品の供給に関する協定を締結してい
る。
③飲料水及び生活用水の供給のため、給水拠点として、金町浄水場、水元給水所の２箇所と、上千葉・新小岩・渋江東公
園の３箇所の応急給水槽が都によって整備され、都と区との役割分担により給水活動を行う体制が構築されている。
④その他の飲料水や生活用水の備えとして、小中学校の受水槽、プールの活用、震災対策用深井戸の整備、協定による
協力井戸等の給水手段を整備している。
⑤災害対策本部や医療救護所が機能するために、必要な装備品及び災害用医療資器材を整備している。
⑥物資等の輸送については、トラック協会等の団体と協定を締結し、災害時の輸送手段の確保を図っている。また、燃料
の確保として石油商業組合と協定を締結している。

　平成２４年４月に東京都による「首都直下地震による東京の被害想定」の見直しが行なわれ、本区における被害
想定は、避難所生活者：130,630人(54,661人・29.5%減少)/帰宅困難者：70,560人(38,945人・123.2%増加)と見込まれ
ている。また、首都直下地震では、生活物資の輸送が数日間困難となることが想定されるため、自助として、区民に
１週間程度の食料等の家庭内備蓄を呼び掛けているところである。
　新たな被害想定を受け、災害対策用備蓄品の備蓄計画の見直しが急務となっている中、現在３日分を目標として
いる公的備蓄のあり方について、ご意見をいただきたい。

評価しても
らいたい点
①あり方
②課題

②

25年度

①東京湾北部地震の被害想定では、約20万人の避難者が発生し、そのうち、避難生活者が約13万人と予想されて
おり、これらの多数の避難者に対する飲料水、食料、生活必需品の供給が必要となる。特に、発災から３日間程度
は、救援物資が届かないことが想定されるため、自助による備蓄の促進、３日分の公的備蓄を進める。
②さらには、相模トラフ沿いのマグニチュード８クラスの大規模地震による混乱を考慮し、できれば７日分の家庭内
備蓄の推進を行う。
③食料、生活必需品の供給の際には、避難者の多様なニーズに対応する必要がある。高齢者、乳幼児等の災害
時要援護者、食物アレルギー、食事制限、男女のニーズの違い等に配慮した調達体制を検討する。
④発災後、数日以降は、区の調達の他に全国からの大量の救援物資が届けられるため、保管場所の不足、効果
的な物資の管理・輸送の経験不足からの混乱、小口物資の膨大な仕分け作業が生じるおそれがある。そのため輸
送拠点の運営と供給体制の構築や、物資受け入れのルールづくりを進める。
⑤給水については、十分な量の飲料水が備蓄されているが、東京湾北部地震の被害想定では、区の71.2％で断水
（断水人口32万人、１日で960ｍ3の給水）し、十分な飲料水を確保するには、区及び都、さらには区民等との役割分
担を明確にする。

改善
所管課

評価による
方向性

24年度

千円

千円

目標・
実績

目
標

100

94.20

目標 1 1 1

実績 1 1 1

100

73.63

資料



区民、事業所の自助として、発災直後の３日間できれば7日間の備蓄を行い、区及び都は、それを補

完するための公的備蓄を行います。さらに、避難者の生命を守るため、物資を迅速かつ的確に避難者

へ供給するための輸送手段の確保及び円滑な搬送の実施体制の整備を取り組みます。 

●備蓄 

区民及び事業所は、発災後３日間は自助により生活できるよう食糧及び生活必需品の備蓄等を

行います。さらに、相模トラフ沿いの巨大地震により流通が途絶した場合も考慮して、できるかぎり

７日分の備蓄を行うことが必要です。 

区は、建物の延焼、倒壊等により家庭内備蓄を持ち出せない被災者を対象として、建物全壊及

び焼失棟数を基準とした備蓄目標を定め、ビスケット、アルファ米、乳児全員の調整粉乳を備蓄し

ています。 

●物資の調達 

４日目以降は、協定先からの調達や自衛隊の炊き出しを要請します。全国からの救援物資は、

総合スポーツセンターエイトホール（第二順位：テクノプラザかつしか）に輸送拠点を設置し、受け

入れます。 

なお、救援物資は、まとまった量の物資のみを受け付けることを原則としています。 

●飲料水・生活用水の供給 

発災後３日間は、家庭及び事業所の備蓄を活用します。 

飲料水は、都水道局と連携して浄水場・給水所・応急給水槽で区民が持参したポリタンク等に給

水を行います。その後、避難所に仮設水槽を設置し、給水活動を行います。給水量は、原則として

１人１日３リットルを目安としています。 

生活用水は、各家庭の汲み置き水の他、避難所（学校）のプール、防災活動拠点の雨水貯留槽、

震災対策用深井戸、災害協力井戸の水を活用します。 

物流・備蓄・輸送対策の推進     ～ 「 飾区地域防災計画 概要版」抜粋 ～

区災害 

対策本部 

協定締結先の業
者・自治体 

都 

全国の企業・団体
（救援物資） 

自衛隊 
（炊き出し） 

輸送 

拠点 

避難所 
○配布対象者 
・避難所の避難者 
・在宅にて避難生活を余儀

なくされた者等で物資の
み受け取りにくる者 

○配布 
・避難所の自主運営組織 

自主的な炊き出し 
（避難所・防災活動拠点）食材の提供等の支援 

要請 

自主 
運営 

都・農水省 
（米穀調達） 

輸 送 業
者 に よ
る輸送 

輸送（区） 

輸送（都） 
浄水場・給水所 

応急給水槽 

避難所の仮設水槽 

区、防災市民組織、自治町会が給水 

区民 災害時要配慮者 

バケツ・ポリタ
ンク持参 

運搬支援
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東京湾北部地震を想定した首都直下地震が発生した場合の 

飾区の被害想定

 平成 24 年４月公表 平成 18 年５月公表 

震  源 東京湾北部（M7.3） 東京湾北部（M7.3） 

震  度 
23 区の約７割が震度６強

(都内では震度７の地域も) 

震度６強 88.6％ 

  震度６弱 11.4％ 

気象条件 
冬の夕方１８時 

風速８ｍ／秒 

冬の夕方１８時 

風速１５ｍ／秒 

人的被害 

死 者 

（建物倒壊、火災等）
５００人 ７２６人

負傷者 ５，５１５人 ９，０７３人

建物全壊

棟数 

ゆれによるもの ７，２３０棟 １０，９６４棟

液状化によるもの ２１６棟 ２，２０２棟

焼失棟数 １１，１１４棟 ４２，３６０棟

避難人口 ２００，９７０人 ２８５，０６３人

避難所生活者 １３０，６３０人 １８５，２９１人

疎開者人口 ７０，３３９人 ９９，７７２人

災害時要援護者 ３３４人 ２６８人

【参 考】 

（２０１３年９月１８日 東京新聞より） 
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1 

飾区備蓄倉庫一覧 

通番 名 称 構  造 
延床面積
（㎡） 

所 在 地 所在地施設名 
建設
年度

備 考 

1 高   砂 
鉄筋コンクリート 

２階建 
168 高砂4-3-1 高砂北公園 54  

2 水   元 〃 400 東水元1-7-3 水元図書館 56  

3 立   石 
鉄筋コンクリート 
４階建 １階部分 

196 立石6-9-1 公園課庁舎 57  

4 新   宿 
鉄筋コンクリート 
２階建 １階部分 

126 新宿5-20-18 
新宿防災コミュニティ
センター 

59  

5 お 花 茶 屋 
鉄骨造り 

 ２階建 １階部分 
20 お花茶屋1-22-1 お花茶屋公園 59  

6 奥 戸 第 一 
鉄筋コンクリート 

１階建 
122 奥戸7-17-1 

総合スポーツセンター 
陸上競技場 

60  

7 西  亀  有 
鉄骨造り 

２階建  １階部分 
50 西亀有1-26  61  

8 新  小  岩 
鉄筋コンクリート 

２階建 
90 西新小岩1-1 新小岩公園 61  

9 奥 戸 第 二 
鉄筋コンクリート 

１階建 
82 高砂1-2-1 

総合スポーツセンター
野球場 

63  

10 木  根  川 鉄骨造り ２階建 164 東四つ木1-8-4 木根川集い交流館 1  

11 亀   有 
鉄筋コンクリート 

１階部分 
100 亀有1-10-1 すまいる亀有１号棟 1  

12 小   菅 
鉄骨造り 

２階建  １階部分 
32 小菅4-15 袋橋公園 1  

13 青 戸 第 一 
鉄筋コンクリート 

１階部分 
36 青戸3-15-4 青戸第一団地４号棟 5  

14 青 戸 第 二 〃 35 青戸3-15-11 青戸第一団地11号棟 5  

15 東新小岩第一 〃 50 東新小岩3-8-2 
アーバンライフ東新小
岩２号棟東側 

5  

16 東新小岩第二 〃 50 〃 
アーバンライフ東新小
岩２号棟西側 

5  

17 東 四 つ 木 〃 74 東四つ木4-44-2 
東四つ木四丁目 
都営住宅 

9  

18 
観 光 文 化 
セ ン タ ー 

鉄骨造り 
２階建  １階部分 

143 柴又6-22-19 観光文化センター 9  

19 水 元 飯 塚 
鉄筋コンクリート 

２階建 
162 西水元1-2  11  

20 奥 戸 第 三 
鉄筋コンクリート 
２階建 ２階部分 

32 高砂1-2-1 
総合スポーツセンター
温水プール 

20  

21 都西新小岩倉庫
鉄筋コンクリート 

３階建 
応急救助
物資寄託

西新小岩2-1  56 
都福祉保健局 
震災用備蓄倉庫

22 
飾新宿みら

い公園 
鉄筋コンクリート及

び鉄骨造り 
371 新宿6-3-20 

飾にいじゅくみらい
公園 

24  

23 備 蓄 倉 庫 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 東立石4-7-1 本田中学校 52  

24 〃 校舎一部 63 南水元3-1-1 金町中学校 8  

25 〃 スチール倉庫 18 水元3-20-1 水元中学校 20  

26 〃 校舎一部 32 新宿3-20-10 新宿中学校 8  

27 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 細田1-6-1 奥戸中学校 48 61年度改築 

28 〃 校舎一部 63 〃 〃 9  

29 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 小菅2-12-1 綾瀬中学校 18  

30 〃 〃 20 東新小岩4-2-1 上平井中学校 49  
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2 

通番 名 称 構  造 
延床面積
（㎡） 

所 在 地 所在地施設名 
建設
年度

備 考 

31 備 蓄 倉 庫 校舎一部 32 東新小岩4-2-1 上平井中学校 9  

32 〃 スチール倉庫 24 東四つ木1-3-1 中川中学校 19  

33 〃 校舎一部 32 柴又4-3-1 桜道中学校 9  

34 〃 〃 32 堀切1-36-1 堀切中学校 7  

35 〃 スチール倉庫 48 お花茶屋1-10-1 双葉中学校 8  

36 〃 〃 64 四つ木5-22-1 大道中学校 7  

37 〃 〃 22 四つ木4-22-1 四ツ木中学校 18  

38 〃 〃 22 新小岩4-30-1 小松中学校 20  

39 〃 
補強ｺﾝｸﾘｰﾄ 

ﾌﾞﾛｯｸ平屋造り 
20 亀有1-23-1 亀有中学校   

40 〃 スチール倉庫 24 亀有1-23-1 亀有中学校 15 

41 〃 スチール倉庫 24 立石6-3-1 立石中学校 15 

42 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 金町2-11-1 常盤中学校 52 

43 〃 校舎一部 32 〃 〃 9 

44 〃 〃 32 西亀有4-1-1 一之台中学校 8 

45 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 青戸5-10-1 青戸中学校 52 

46 〃 スチール倉庫 24 〃 〃 9 

47 〃 プレハブ造 25 堀切8-12-1 青葉中学校 17 

48 〃 校舎一部 63 高砂3-32-1 高砂中学校 8 
緊急医療 
救護所 

49 〃 
補強コンクリート 

ブロック平屋造り 
20 〃 〃  

50 〃 校舎一部 63 東金町5-3-1 東金町中学校 8 

51 〃 〃 60 水元2-17-1 美中学校 8 

52 〃 〃 63 西新小岩2-1-2 新小岩中学校 8 
緊急医療 
救護所

53 〃 〃 25 立石1-7-23 本田小学校 7 

54 〃 〃 20 青戸1-3-1 飾小学校 8 

55 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 立石3-24-1 梅田小学校 53 
緊急医療 
救護所

56 〃 体育館一部 63 〃 〃 9 

57 〃 校舎一部 32 東四つ木2-13-1 渋江小学校 7 

58 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 堀切6-1-1 南綾瀬小学校 49 
緊急医療 
救護所

59 〃 校舎一部 32 〃 〃 9 

60 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 東堀切3-26-1 上千葉小学校 51 
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通番 名 称 構  造 
延床面積
（㎡） 

所 在 地 所在地施設名 
建設
年度

備 考 

61 〃 校舎一部 32 〃 〃 9 

62 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 堀切2-42-1 堀切小学校 50 

63 備 蓄 倉 庫 校舎一部 32 堀切2-42-1 堀切小学校 9 

64 〃 スチール倉庫 24 奥戸8-20-17 奥戸小学校 14 

65 〃 校舎一部 32 西新小岩4-22-1 上平井小学校 8 

66 〃 〃 32 東新小岩7-18-1 二上小学校 7 

67 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 新小岩2-25-1 小松南小学校 53 

68 〃 体育館一部 30 〃 〃 9 

69 〃 校舎一部 32 高砂3-30-1 高砂小学校 9 

70 〃 〃 42 新宿2-26-1 新宿小学校 8 

71 〃 〃 32 高砂8-14-1 住吉小学校 7 

72 〃 スチール倉庫 24 青戸8-17-1 亀青小学校 7 

73 〃 〃 24 亀有4-35-1 道上小学校 23 
緊急医療 
救護所

74 〃 校舎一部 40 金町3-44-1 金町小学校 7 

75 〃 〃 32 金町4-21-1 末広小学校 7 

76 〃 スチール倉庫 15 柴又4-30-1 柴又小学校 20 

77 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 鎌倉4-24-1 鎌倉小学校 50 

78 〃 校舎一部 32 〃 〃 9 

79 〃 スチール倉庫 5 水元4-21-1 水元小学校 19 

80 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 小菅3-8-1 こすげ小学校 48 

81 〃 スチール倉庫 24 小菅3-8-1 こすげ小学校 9 

82 〃 校舎一部 20 東金町5-16-1 半田小学校 7 

83 〃 スチール倉庫 24 宝町2-29-23 宝木塚小学校 16 

84 〃 校舎一部 32 青戸6-18-1 青戸小学校 9 
緊急医療 
救護所

85 〃 〃 32 立石6-2-1 清和小学校 8 

86 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 東四つ木1-10-1 木根川小学校 49 

87 〃 校舎一部 32 〃 〃 9 

88 〃 体育館一部 58 亀有5-2-1 中之台小学校 1 

89 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 堀切1-22-1 綾南小学校 50 

90 〃 スチール倉庫 32 〃 〃 9 

91 〃 〃 32 東立石1-2-1 川端小学校 9 
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通番 名 称 構  造 
延床面積
（㎡） 

所 在 地 所在地施設名 
建設
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備 考 

92 〃 〃 48 柴又3-10-1 北野小学校 8 

93 〃 
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 白鳥3-4-1 白鳥小学校 51 

94 備 蓄 倉 庫 校舎一部 32 白鳥3-4-1 白鳥小学校 9 

95 〃 〃 32 西新小岩2-1-1 松上小学校 7 

96 〃 〃 63 小菅1-25-1 西小菅小学校 10 

97 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 金町1-15-1 柴原小学校 51 
緊急医療 
救護所

98 〃 校舎一部 32 青戸4-24-1 中青戸小学校 8 

99 〃 スチール倉庫 32 奥戸3-5-1 南奥戸小学校 22 

100 〃 校舎一部 32 堀切6-21-1 東綾瀬小学校 8 

101 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 東金町2-16-1 原田小学校 50 

102 〃 校舎一部 63 〃 〃 9 

103 〃 〃 32 柴又5-12-15 東柴又小学校 9 

104 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 南水元1-13-1 飯塚小学校 47 

105 〃 〃 20 西亀有2-42-1 西亀有小学校 47 

106 〃 校舎一部 32 〃 〃 9 

107 〃 スチール倉庫 16 南水元3-2-1 花の木小学校 19 

108 〃 スチール倉庫 24 奥戸4-1-4 上小松小学校 18 

109 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 西水元3-24-12 幸田小学校 48 

110 〃 校舎一部 24 細田3-20-1 細田小学校 8 

111 〃 〃 63 東金町1-33-1 東金町小学校 7 
緊急医療 
救護所

112 〃 スチール倉庫 24 東水元5-38-1 東水元小学校 9 

113 〃 〃 17 四つ木4-8-1 よつぎ小学校 20 

114 〃 校舎一部 32 四つ木1-6-5 旧西渋江小学校 7 

115 〃 〃 63 堀切4-60-1 旧小谷野小学校 8 

116 〃 施設一部 63 堀切3-34-1 
地域福祉・障害者センター
（ウェルピアかつしか） 

7 

117 〃 校舎一部 32 新小岩3-25-1 
旧松南小学校（東京シ
ューレ 飾中学校） 

7 

118 〃
補強コンクリート 
ブロック平屋造り 

20 鎌倉2-12-1 
総合教育センター 

（旧明石小学校） 
47 

119 〃 校舎一部 32 〃 〃  
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区　　　分 品　　　　名 内　　　訳

　ビスケット（5年） 7 箱 　1,120食（80食×2缶/箱）

　アルファ米（5年） 10 箱 　500食（50食/箱）

　飲料水（5年） 40 箱 　480?（2?×6本/箱）

　カセットコンロ 2 台

　コンロ用ボンベ 12 本 　3本×4セット

　炊飯機器 1 基

　缶きり 1 個

　炊出し袋 3 包 　3,000枚（1,000枚/包）

　0.5ｔ給水タンク 1 基

　紙コップ 1 箱 　500個/箱

　ろ水機 1 台

　医薬品（2年） 1 組

　発電機 1 台

　投光機 2 台

　コードリール 1 個

　災害用救助ボート 1 艇

　救命胴衣 6 着 　大人5・子供1

　ブルーシート 10 枚

　土のう袋 10 袋

　毛布 48 箱 　480枚（10枚×48箱）

　断熱マット 16 箱 　480枚（30枚×16箱）

　カーペット 10 箱 　200枚（20枚×10箱）

　簡易トイレ 9 箱 　54個（6個×9箱）

　簡易トイレ予備袋 250 枚

　ビニール袋（20?） 7 箱 　4,200枚（600枚×7箱）

　ビニール袋（90?） 2 箱 　600枚（300枚×2箱）

　トイレットペーパー 6 箱 　576個（96巻×6箱）

　組立トイレ 1 基

　生理用品 4 箱 　96パック（24パック×4箱）

　タオル 3 箱 　600枚（200枚×3箱）

　安全キャンドル 20 個

　子供用紙おむつ 1 箱 　216枚（54枚×4パック/箱）

　腕章 50 枚

　特設公衆電話 5 台
活　　　動

食　　　糧

飲　　　料

応　　　救

生活必需品

学校備蓄品標準一覧表

標準数量
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食料優先供給及び輸送に関する協定先 

●相互応援協定（主に、食料品、生活物資等の備蓄物資の提供の要請） 

１ 特別区 

２ 福島県二本松市 

３ 茨城県土浦市 

４ 栃木県日光市 

５ 栃木県小山市 

６ 福島県塙町 

７ 新潟県十日町 

８ 岐阜県飛騨市 

９ 宮城県石巻市 

１０ 千葉県市川市 

１１ 千葉県松戸市 

１２ 埼玉県八潮市 

１３ 宮城県蔵王町 

１４ 埼玉県三郷市 

１５ 福島県湯川村 

１６ 茨城県稲敷市 

●応急炊出し活動業務の協力に関する協定 

  東京都エルピーガス協会 飾支部 

●米穀供給協力に関する協定 

東京都米穀小売商業組合 飾支部

●応急用麺類等の優先供給に関する協定 

東京都麺類協同組合亀有支部 

●緊急輸送業務に関する協定 

社団法人東京都トラック協会 飾支部 

●応急用ゆで麺等の優先供給に関する協定 

東京都製麺協同組合 飾支部 

●応急物資の優先供給等に関する協定書 

１ 株式会社イトーヨーカ堂 

２ 株式会社グルメシティ関東 

３ 株式会社京成ストア 

４ 株式会社ぱぱす 

●応急対策に関する協定 

東京スマイル農業協同組合 

●紙おむつの優先供給に関する協定 

東京ダイアバ株式会社 
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